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フ タモ ンア シナガバ チの造 巣 場所 につい て

(日本産社 会性蜂類の研究.1)

守 本 陸 也

On the nesting sites of Polistes chinensis antennalis Perez 

 (Studies on the social Hymenoptera of Japan. I ) 

                Rokuya Morimoto

緒 言

アシナガバチ類の造巣場所については,従 来多くの研究者の報告中に 簡単にしかも断片

的に記載 されているに過ぎない.私 は1952年4月 以来アシナガバチ類の生態的研究に従事

して来たが,こ の問題について少しまとまつた資料を得ることが出来た.

日本に産する数種のアシナガバチ類に於ては,そ の1種 毎に造巣場所の微地形,従 つて

微気候は異つているようであ り,そ れ らの比較研究を行 うことは 意義あることであるが,

本倫文に於てはPolisteschinensisantennalisP6rezフ タモンアシナガバチ について

の記述に止め,他 種については別に機会を持ちたいと思 う.

アシナガバチ類は農林害蟲 の天敵 として極めて有力なものであ り,叉,動 物に於ける社

会生活の発生 と進化の 問題を研究する好資料であるにも拘らず,従 来 日本では何等まとま

つた研究が行われていない.

本文に入るに先立ち,本 研究を遂行するに当つて,懇 切な御指導を賜 り文献を貸与され

た江崎悌三先生,安 松京二先生及び岩田久二'雄先生に心か らの感謝の意を捧げる.

術,本 研究は九州大学農学部昆蟲 学教室に 内地留学中になされたものである.留 学を許

可された九州人学農学部,兵 庫県教育委員会及び種々の便宜を賜つた教室員の 方々に深厚

な謝意を表する.

観 察 結 果

1.墓 地Aに 於いての観察

この墓地は福岡市大字箱崎の北端に位置し,そ の広さは約120m×50mで 南北に細長

く設けられている.そ の面積の約4分 の1は 散在する40～50年 生の松樹によつて覆われ,

周囲の土手の部分を除けば下草は貧弱であつて,地 面の大部分は裸の砂地である(Figs.1,

2,3).こ の墓地の東側には野菜畑があ り,そ の東を宇美川が流れ,更 に東には広 々とし

た水田地帯が連つている(Fig.4).南 側は桑畑,野 菜畑が150m以 上続き,漸 次人家の

密集地帯へ移つている.酉 側は鉄道線路を隔てて九州大学農学部の構内となつてお り,多

種の植物が栽植されている.北 側には野菜畑,松 林が拡がつている(Fig.5).
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Figs.1,2,及 び3.

この墓 地 の 中 で,フ タモ ン ア シ ナ ガバ チ が巣 を造 つ てい る場 所 は,大 別 し て次 の よ うな

所 で あ る.

A.石 塔 の下 面,B.石 塔 台 石 の側 面,C.囲 の下 面,D.石 段,E.燈 籠,F.線 香

立 の下 面,G.植 物 体(Figs.6,7,8,9,10).こ れ らの場 所 に造 られ た巣 の 数 は第1表 の

よ うで あ る.

第1表

第2表
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Figs.4,5,6,及 び7.
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Figs.8,9,10,及 び11.

A.石 塔の下面

石塔の下面に造られた巣について,更 に精細にその附着する位置を調査 して見 ると,巣

は東西南北のどちらかの外縁から少し内部に入つた所(3～9cm,平 均5.3cm),ど ちら

かの脚に接近させている.巣 が石塔の下面のそれ らの位置に造 られていた数は第2表(236

頁)の 通 りである.

石塔の下面に造られる巣の80%近 くのものが東側に 位置することは,注 目に値する顕

著な事実であるから,後 章で検討を加えることとする.

私の観察によれば,蜂 は巣を石塔の下面に造る場合には,次 のような特徴を具えた石塔

を選ぶことが判明した.即 ち,Fig.10に 示すように,下 面の空間の高さが低 く,脚 の間隔

が狭 く,且 の脚の幅が脚の長さに比較して広い型のものである(仮 りに この型をA型 と呼
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ぶ).こ れ に 反 してFig.11に 示 した よ うな 型 の 石塔(B型),即 ち下 面 の空 間 は 高 く,脚

の間 隔 は広 く而 して脚 の幅 が そ の長 さに 比 べ て狭 い も のに は,決 し て巣 を造 らな い.27基

のA型,10基 のB型 の 石塔 に つ い て の これ らの部 分 の 測定 値 は次 の よ うで あ る.

第3表

B.台 石の側面

巣が造 られる位置は台石の側面の場合にも限 られている.即 ち,台 石の側面,水 入れの

側面,台 石の水平な面,こ の3平 面によつて出来る隅にすべての巣が造 られていた.そ の

上,次 の第4表 及び第5表 から明かなように,こ の空間が開いている方位が,造 巣場所を

決定する際に重要な役割を果しているように思われる.

第4表

第5表

南 向の側面 と東向の側面によつて囲まれ てい る空間を南東 として表す.他 も同様.

台石の側面の巣が取 り附けられている位置を表すのに,隅 から巣 までの水平の長 さをx,

高さをy,巣 の附けられている面の幅をX,そ の高さをYで 表 し,こ の方法によつて巣の

位置の測定値を表にしたのが第6表(240頁)で ある・これ らの測定値の意義及び相互関係

については後章で考察したいと思 う.

C.囲 の下面

囲の下面に造 られた巣は,そ の空間のどちらかの端に近接 されているのが普通であつた.

中間に造 られている場合は,空 間の狭い時とか,一 方に通風を遮ぎる物体がある時 とかに

限 られていた.叉 囲の下面に土や地衣等が多 く附着 している場合には 巣は附けられないよ
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第6表

うである.囲 の下面に造 られた巣を囲の方位によつて分けると次のようになる.

東側下面18西 側下面6南 側下面17北 側下面5

D.囲 の側面

囲の側面に造 られた15個 の巣は,す べて囲の内側の四隅に見られ,そ れ以外の場所に於

ては発見出来なかつた.巣 の附けられた側面の方位 と巣の数とを示したのが第7表 である

が,こ の場合にも東及び南を向けて巣が附けられ る傾向が判然と見られる.第8表 は隅に

於て,巣 の附け られていた位置の測定値を表にしたものである.

第7表

第8表

E.石 段

巣が造 られる石段は両側にとめ石のあるもの,叉 はそれに代 る物体によつて側面が囲ま

れているものに限られてお り,巣 は全部例外なしに東を向けられていた.巣 が附けられる

場所も限られてお り,す べて南向の石段西側の止石 と,蹴 上げ と,踏 面とによつて出来る

隅に造られていた.
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F.燈 籠

燈 籠 に造 られ て い た8個 の 巣 の うち,5個 は 内 部 に,3個 は外 部 に附 け られ て い た.外

部 に造 られ て い た巣 は す べ て 東 側 に あ つ た.

G.植 物 体

植 物 に附 け られ てい た 巣 の うち,10個 は か ん木 に,9個 は草 本 に造 られ て お り,か ん木

に 於 ては 巣 は 必 ず 露 出 して い て,決 して枝 葉 に よつ て覆 わ れ た場所 に は な い の で,外 部 か

ら簡単 に造 巣 して い る の を認 め る こ とが 出来 た.叉 この場 合 もか ん 木 の東 側 に最 も多 く,

次 に 東南 を 向 け て造 つ て い る もの が 多 か つ た.葉 の な い,風 に 吹 き晦 され た,粗 立 した枝

に は巣 は造 られ る こ とは な か つ た.

草 に 造 られ て い た巣 も 同様 に 枝 葉 に よつ て覆 われ ては お らず,直 射 日光 の下 にあ り,多

くの もの が 東,或 は南 を 向け て造 られ て い た.

2.そ の 他 の墓 地 に 於 ての観 察

墓 地B

福 岡市 大 字 箱 崎 に あ つ て,墓 地 の広 さは80m×40m.東 ・西 ・南 の 三 方 に は 人家 が建

ち 並 び,僅 か に北 側 が道 路 を隔 て て畑 とな つ て い るが,こ の 畑 も北 に30m続 い て い るだ

け で,す ぐ九 州大 学 の構 内 とな る.墓 地 には 殆 ん ど植 物 は植 え られ てお らず,従 つ て 植 物

に よつ て 覆 われ た部 分 も極 く僅 か で あ る.こ の墓 地 に於 い て の 巣 の調 査 結 果 を示 せ ば 次 の

よ うで あ る.

石塔の下面15台 石の側面9

囲の内側面4線 香 立1

(1952向、5.月15日 調査)

墓 地C及 びD

この二 つ の墓 地 は 福 岡 市 の市 街 の 中 に設 け られ て お り,広 さは 夫 々80m×60m及 び70

m×55m.周 囲 に は 人家 が建 ち並 んで い る.墓 地 の 内外 共 に植 物 は僅 か しか な い.こ の墓

地 に は巣 は 全 く造 られ て い な か つ た.

墓 地E

福 岡 市 の市 街 の はず れ に あ つ て 広 さ20m×15m.墓地 の東 ・西 ・南 には 人家 が 並 んで

い るが,北 側 は 小 高 い丘 とな つ て い て,常 緑 広 葉 樹 が茂 つ て い る.石 塔 の 下 面,燈 籠,か

ん木 に夫 々1個 つ つ の巣 が造 られ て いた.(1952年5月29日 調査)

墓 地F

福 岡 市 の 郊外,広 さは20m×15m.周 囲 に は 麦,ナ タ ネ等 の 畑 が続 い てお り,所 々に

10～20戸 の 人家 が あ り,少 し小 高 い 臣のEに 造 られ た墓 地 で,そ こで の調 査 成績 は次 の よ

うで あ る.

石塔の下面2囲 の 下 面1

燈 寵1.か ん 木1

そ の 他1(1952年5月29日 調査)

墓 地G

Fと 略3同 様 な 環境,広 さは10m×10m.こ の墓 地 に於 い て の造 巣 場 所 の 調 査 の結 果
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を 次 に示 す.

囲の下面5囲 の側面9

か ん 木2線 香 立1

(1952/i}::6月6日 蓬周奇)

3.農 学 部 構 内 に 於 い て の観 察

建 物A

平 屋建 で あ り,崖 根 は 瓦 で ふ い て あ る.南 側 の最 前 列 の 瓦 の 山型 に な つ て い る部 分 の下

面 に2個,棟 瓦 の 下 方 シ ッ ク ィの部 分 の南 側 面 に1個 の巣 が 造 られ て い た.

建 物B

屋 根 は波 形 の トタンで ふ か れ て い る 平 屋 建 の物 置 小 屋.こ の 内部 に は巣 は全 く造 られ て

い な か つ た.

東 側 トタン屋根のひ さしの下面2

梁iの東側 面 ・1

南 側 トタソ屋根 の ド面1

シ ツクイ壁2

西 倶llシ ツニクイ壁1

北 側 トタ ソ屋根 の下面 ・1

建 物C及 びD

トタ ン屋 根 で あ るが 板 の上 に張 り附 け てあ る.巣 は1個 も造 られ てい な か つ た・

建 物E

トタ ン屋 根 の平屋 建 で あ り,ト タ ンは板 の上 に張 つ て あ る.す ぐ南側 に接 して 少 し高 い

平 屋 建 が あ る.東 側 の屋 根 下 面に1巣 が あつ た.酉 側 及 び北 側 に は 旧巣 は あ るが,新 し く

造 りつ つ あ る もの は な い.南 側 は観 察 不 能.

建 物F

コ ン ク リー トスレ ー ト屋根.南 か ら北 へ 片 流 れ にな つ て い る畜 舎.南 側 の僅 か に 出 て い

る屋根 の下 は,1m毎 に 板 に よつ て 区切 つ て あ る.

東 側 ス レー トの下面2

四 側 ス レー トの下面2

北 側 ス レ"ト の下面1

南 側 支 切 りの板 と壁 と屋根に よつて出来た角に水平 に6

建 物G

建 物 の 東側 の 窓,ガ ラ ス戸 と窓 枠 に よつ て 出来 る隅 に,一 一一iつの 窓 に1巣 づ っ3個 の巣 が

造 られ てい た.建 物 の南 側 の ガ ラ ス戸 の外 面 に は金 網 が 張 つ て あ るが,そ の ガ ラ ス面 に3

個 の巣 が 造 られ て い た.

か ん 木

8株 の チボ ヒバ の外 面 の枝 に 各1巣 つ つ造 られ てい た.5個 は 東 側 に,1個 は南 東 に,

2個 は南 側 に,1個 は南 西 の側 に造 られ て い た.



243

考 察

1.分 布 密 度

墓地A-Gに 見られる巣の分布密度の相違は,主 として育仔の為の食物の景に支配され

ているように思われる.こ の蜂の正確な行動半径は明らかでないが,蜜 蜂のように大きく

ないことは,巣 を飛び出してから食物を持つて帰るに要する時間が,6月 での観察では,

肉だんごの場合には8.3分,蜜 又はアブラムシの分泌物の場合には26分 が平均経過時間で

あつて,そ の他の労働で巣を空ける時間も非常に短いことから推察することが出来る.こ

のように行動半径の小さいことが,造 巣地域を狭小にし,食 餌動物の棲息地に極めて接近

して巣が分布する結果 となるように思われる.

2.造 巣、位置の方位

第4,5両 表から容易に理解されるように,フ ダモンアシナガバチに於ては,そ の造巣

場所として東及び南側が選ばれる傾向が極めて強い.こ のことは上記の表に見 られるだけ

でなく,そ の他の場所,他 の墓地,建 物,か ん木に於ても判然 と認めることの出来る現象

であつた.然 し,こ れは方位そのものが造巣の位置を決める上に,本 質的な意味を持つて

いるのではな くて,こ のような傾向が生 じるのは,

a.こ の種が造巣場所として比較的に高温の場所を選ぶこと,

b・ 越冬場所から出て活動を始めるのは 殆んどが4月 上 ・中旬,一 部が下旬であるが,

その頃は気温は急速に上昇しつつあるとはいえ,未 だ温度は余 り高 くないこと,

c・ 造巣活動を始めるのは温暖な日,従 つて4月 上旬であればよく晴れた日が 選ばれる

ことが多く,時 刻は1日 のうちで気温が上 昇しつつある午前中に最 も多いこと,

等の理由から説明され ると思 う.即 ち,午 前中に日射によつて適温に達 している東側及び

南側が,造 巣場所として選ばれ る場合が多くなるのではないかと思 う.或 は,造 巣基の温

度及びそれに近接 した部分の気温だけが 造巣場所決定の要因となつているのではなく,造

巣場所 選択の行動中に,蜂 自身の体が 日射を受ける機会の多いことが,東 側及び南側に造

巣場所を定める傾向を生 じる原因であるかもしれない.

3.造 巣場所の微地形

この種が巣を取 り附ける場所はさまざまであるが,そ れらの場所の微地形が 造 り出す共

通の環境条件の 一・つとして,気 流の停滞を挙げることが出来 るであろ う.逆 に,こ の種が

巣を取 り附ける場所 は,気 流を停滞させるような微地形の所であると言 うことが 出来るで

あろ う.

巣が附けられているかん木や草本は,茂 つた茎葉を持つているか,す ぐその近 くにその

ような気流を停滞させる地形乃至地物がある場所に限られている.叉 このことは,地 物や

建物に附け られている巣に於ても判然 と認めることが出来る.前 にも少し触れたが,下 面

に巣が附けられる塔は,そ の下面の空間が低 く,脚 の間隔が狭 く,脚 の高さに比べて脚の

幅が広いものに限られているのは,こ のような型の石塔に於ては 前述の条件を満足させる

からであると考えられる.
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Fig. 12. Fig. 13.

第12,13両 図は第6表 から作つたもので,石 塔台石の側面に 附け られた巣に於ける造

巣位置 と巣の附けられている面の幅 との関係を図示したものである.

第12図 によつて解 るように,巣 の附けられている位置の隅からの距離は,取 り附けら

れている面の幅には無関係であつて,或 る大きさを超さないようであるが,こ れはこの範

囲内では気流の停滞があるからではないであろ うか.叉 第13図 では,巣 の附けられてい

る高さの変化が大きいのは,隅 から短い距離のところでは,ほ ぼ同様な条件が上下に連つ

ていることによつて理解す ることが出来る.然 し,こ の場合 に於ても,巣 の附けられ る高

さが巣の附けられている面の高さの70%以 内であることは 前述の条件による ものであろ

う.囲 の内側面に造 られていた巣に於ても全 く同様なことを観察することが出来た.

摘 要

1.フ タモンアシナガバチの行動半径の小さいことが,食 餌動物の棲息地に極めて接近

して造巣することとなるものと思われ る.

2.巣 の造 られる場所が物体の東側に最も多 く,次 に南側に多いのは,蜂 が造巣場所と

して比較的高温の所を好むこと,造 巣時期の低温,造 巣時刻 として温度の上 昇しつつある

午前中が多いこと等が主な理由と思われる.

3.造 巣場所の微地形は,本 種に於ては,気 流を停滞させるような条件を具有していな

ければならないと思われる.
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R6sum6

Astudyofthenestingsitesoffoundingfemalesof.Polisteschinensisanten-,
na〃sP6rezshowsthattheirnestsseemtobeconstructednearesttothe

habitatoftheirpreyandthefactmaybeascribedtothenarrownessoftheir

foragingareas.

Thefactthatthenestingsitesarelnostabundantlyfoundontheeastside

andnextonthesollthsideseemstobeclearlyexplainedbythefollowingcon-

sideration.Asfoundingfemalesstarttoconstmcttheirnestsearlyinthe

springwhentheairtemperatureisstiUIow,theypreferthecomparatively

warmplacesatthattime,andconsequentlythetiエneof.theirnestconstruction

tendstobefrequentmoreintheforelloonwhentheairte皿peratureisbecom-

inghigher.

Themicrotopographyofthenestingsitesofthispaperwasphasbeenassumed

thatstagnationoftheaircirculationisthematterofprimeimpQrtanceas

theirnestingsites.


